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生データ1について，(x,y,err)形式データを作るための情報

生データ2について，(x,y,err)形式データを作るための情報

(x,y,err)形式データから図を作成していくIgorProファイル

(1) 生データから，スキャン
番号別ファイル ***.txt を
rawdataフォルダ下に作る

(2) ***.txt を読み込んで
(x,y,err)形式に変換し，data
フォルダ下に保存する．x,y
軸データの選択，モニター
値による規格化，複数デー
タの連結処理を行う．

作業フォルダ構成例

ViewScansBL3A.ipynb rawdataフォルダからデータを読み取って図示したり，
(x,y,err)形式にしてdataフォルダに保存したりする 
Jupyter Notebook (Python)．

(3) 作成した(x,y,err)形式のデータを図示して，測定の状況を確認したり，
様々な解析を行ったりする．IgorProを使うのがお薦め．

(1)(2)はルーチンワークで，測定中に速やかに行うもの．(3)はそれぞれの実
験，状況に応じて，試行錯誤し，考えながらの作業が必要．作業工程とし
て(1)(2)と(3)を切り分けることが肝要．



SPECの生データから解析用の(x,y,err)形式データを作る

(1) rawdataファイルの生成 
まず，SPECの生データをスキャン番号別のファイル***.txtとして書き出す． 
以下の内容のファイルspec2txtを作り，**.txtを作りたいrawdataディレクトリに置く． 
BEGIN{FLAG=0} 
$1=="#S" {FLAG=1; NAME=$2; printf("") > (NAME".txt")}; 
$0=="" {FLAG=0}; 
{if(FLAG==1) print $0 >> (NAME".txt")} 
{if(FLAG==0) close(NAME".txt")} 

rawdataディレクトリで次を実行．生データは1つ上にあるとする． 
>awk -f spec2txt ../150928

awkの処理をWindowsでどうやるのかはわかりません（検索する
といろいろ方法はあるようです）． 
Linux(Mac)ではターミナルからコマンドを打つだけです．
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のようなファイルが生成される．
次のデータ処理ではこれを使う．



(2) rawdataファイルを読み込んでデータを表示したり，(x,y,err)形式にしてdataフォルダに
保存したりする Jupyter Notebook (Pythonコード)．[ViewScansBL3A.ipynb]

以前はこの作業もIgorProで行っていましたが，データのまとめや解析作業のIgorProと重
複してしまうので，全く同じ作業をするPythonコードを作り，独立させました．Python
やJupyter Notebookのインストールはよくわからないので各自で行って下さい．

まずこれを実行．

(x,y,err)形式データを作るための情報が入った，以下のようなcsvファイルを作成しておく．
これをJupyter NotebookのPythonで読みこんで，図示したり，処理して(x,y,err)形式データ
にしてdataフォルダに保存したりする．

A~G: スキャン番号．複数のスキャンを連結させるときはB,C, … にも記入．0で読み込み終了．
例えば8行目では 264, 265, 266 の3つのスキャンを連結して，一つの(x,y,err)形式データ 
Scan264.dat として保存する．

H: x値にする列番号（左から何列目か）．普通は 1 だが，L-scanなどでは 3 になる．

I: モニター値にする列番号（右から何列目か）．マイナスをつける．普通は -2．

J: y値にする列番号（右から何列目か）．マイナスをつける．普通は -1．

K: 単位をcpsで揃えるために使うモニター値．測定時の1秒間のおよそのモニター値．入射ビー
ムの条件が変わるとここも変わる．同じ条件のときは統一した数値にしておき，細かい変動を
規格化する．

L: 複数スキャンを連結するとき，x値の差がこの値以下なら同じx値とみなして積算する．例え
ば，7行目のscan258のデータでx=2.34512あり，scan259のデータでx=2.34511があったとす
ると，記録上の数値は違うが，実際は同一点での測定とみなしてカウント数を積算する．

1列目は列の名前．2列目から記入．

ViewScansBL3A.ipynb で

ここも状況に合わせて記入しておく．



csvファイルの何行目から何行目までを処理するか

読み込むcsvファイルを指定

実行すると1つ1つ図が標示され，(x,y,err)
形式のデータが保存されていく．

Enterを押していき，最後の行まで行った
ら終わる．



指定したスキャン番号の結果を1スキャンごとに標示する．rawdataからデータを読みこん
でただ標示するだけ．csvファイルは不要．

読み込むrawdataフォルダを指定

スキャン番号を指定．

x軸の列番号を指定（左から何列目か）．

y軸の列番号を指定（右から何列目か，マイナスをつける）．

簡単な情報も表示される



指定したスキャン番号の結果を標示する．最大3スキャンまで同時表示可能．

rawdataからデータを読みこんでただ標示するだけ．csvファイルは不要．

読み込むrawdataフォルダを指定

x軸の列番号を指定（左から何列目か）．


y軸の列番号を指定（右から何列目か，マイナスをつける）．


モニター値の列番号（右から何列目か，マイナスをつける）．


1秒間のモニター値．cpsに直すためのスケール因子．

スキャン番号を指定．1個目．

2個目．

3個目．


